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,RIucouRT′と121)や 嘩 牛革イヂリやのS･- A ＼
(385)が'B王Ⅰ･Cが殺虫力を琴ち両もl?HC鼎
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て各異性体を畢離し,夫々の殺虫力を韓放 した



















･′. 儲 :-;-誓…監三芳三雲三三芸認 諾芸芸冨こ.?
GumI]F.R(189は b'enze-8750ccと.L'%NaOH















しい bcnz'cnc扇 ほ て軸 盟和 する∴ ､
･C一 -^T-iI(8-0)'･は同じ方故を述べ･反感各界は t､






























































仁 蝿 uh.IER(309)･は沸騰 bc'nzcltle.に光を常て乍
∴ ら盟索化して得た結a_を昇華精製したところ,初
めは葉状結晶であったが終少吟味八申体結晶が晶







∴ 農 芸芸芸忘三三三監 禁 諾 芸oa慧I
溜出には極めて長時間を卑し且少量の即も滑出し
牢ot南 野 80%恨 及び轡新 潮 巌 轡 し
､てm･p･1680のa異性体を得,雄潜物をbenzene
･から再結してダイヤモンド光浮を持つ β異性体







cthcr,.ior%酷奉 酒精華車 別報 晶を行空
Im.P.1120↑一1180と､m.p:-1320の二つの新異性体- _ゝ.












tで分別結晶を行い m･p･21革.5-219.80の新異性･ . I
体を等離しt,C異性体と名付dh｡
























煎 無 ,*(885)も亦B'蕪tc'品 轡 乱 に
∫
論及し,:cyclohexane現は椅子型構造であろうとi:■







改革通 り 封 静 性 構造のものであり,熟こγはnlCSO-IL








-早 耳 A'L-FP･.琴 く埜 ).も何奴 椅子型榊迫相 性体の立棚 迫に関主流 琴ら:くこの号の白海も1
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112･4椅 子 型銃同異華体t(a7) . ′`
1,3椅子＼
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型(72) 1,3,3 椅 子 型 @ 7)
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･次にjB･異性体の双極≠能率 の値 は a;:卑･字,_
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第 5表 BEO異性体の結晶的研究 (DAASCJl)






して轡 脚 勺安夢で,適 度,吸塵等に依?て壁杷
を受けない｡殊に酸に封しては極やて安定で濃碑l
穀から再給田硫る07,ルjU)に封してはβ興隆体
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I1人‥∩∩.-ハ■n p ･方Gu.,i車 (ー190)も亦こ一･kh.州=喋る弁解牢一関す.究な行小三､:.%の弁解叡I.I聖 や 云 う磯 に 8垂trlchlorobctl.zcnc_q)混合J得られるのではな.く,1,1i hn宅CⅠledみがする'と綴じて居るo又鎗(405)もpH〒1 ぬけ;異性体b朗 醜 盛衰*.lLliO ､･一方熱咋封す 変母性T初年B卑Jの煙の撃.■関する方法串乾草 され -,る○即ちBATEL云N (14)は
′一メ+lー●7 ･u 'lu.I･-lf/ド㈹ I∴.V∴∴ヽfi.
＼､ 1 ∩ ^^ ノ
■ーJ- ∫ ､l/.L ′V_.V ,～∴VI.'1. ー ~I.,
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ト ー .卜 二十 十 了
T:一酒相性及び木相生加里及び嘗蕗 pyridine,quho-






































･ ラフ由 (parfiLionchfomatograi,hy)を行い,粗出 .●
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も彫響はない｡これ等の事から野外にても相常期
















































1)席井藤吸取スペクトル串 (lPl)､ ■ I








































L f 潜 虫 ノ戚 ･*
･,BEC異性体の申β異性体を除いては何れ′もア
･ノ.:,tJや7)に侍って分解され易_く(第3回参照),{分解～



















































.が,最近 AEPLZ等 (1)はとの方法を用いて粗 /
裏B王IC中りγ異性体の定量が出来畠-3を敬琴し
た∴ ..
即ち SilicAgelを給体と･L,ネ 動旺溶剤として 工




















以上現在迄 (昭和23年8月町 に哉表せ られ :l




























































鮮 11 軒 ●









o･4れ 弛 )'を廠布し,好化幼虫の生死を瓢察 しL
た結果,･粉剤塵理が最も成費良く'､0･5%粉剤霞 P＼
に於ては100%.や殴虫効果を示したのに封し･▲D






















買9R79'.K'S89(06'30,にお ば 嶺 を壷ナ轟 ､tFI
けガアブラムシ Macro∫ibhu仰･Pisiに封､して も～
BHC粉剤 L(0･.6-0.9%)はDDT同様効力があ











和 してVlabJ･こ適 合PDTiBLdcとi'そのp I
1-2%東に封してtZデノンを0.25%添加すると著 ′∫
.･′ しく協力轡 巣を.* する｡一文画 を嘩 加えTC I
･'豊望慧冨警 華う､るが'轡 禦 PDT聯 ､
.､ 戯 省農画 梅琴 撃 部で嘩 革轟 入-･
て甚しい故事を起すシイロイチモジラダ､亨Jメイ ガ
.●ギt,･1laLZilCkenelFa,のBHCにする防除に占いて
I ,∵糊 は ろ質虚を行った｡-宅の取合(825)咋-よると･
･押 C郎 ヒム蛾の卵,(幼虫,成虫轡 期に叫で
二一効果がある一.即ち大豆枝葉に務め,BEC粉剤(.0･5､二.
∫
一 %)膏 L剤eO,･9'4%),水和剤(?･Oi夏)/&撒布琴 う ー■
の成虫を放飼するといずれも30分以内に落下して
∫ ∫














し奮う;ノ.墾 巌 軍轡 撒 イ準 行う,t由 縁 ''･iLe聖 警 誓書.禁 聖 警 碧 警 聖 .響
･杏の啓虫である才bムシの1撞･Co,noLr-achetus ,




































r く,,壷 に申ても毎 琴画 遠藤･･J･f幣 (T.84十




















































































BEC'は又 MctanoplfS厨バ ック対にも有効で ＼
･ヽ緑 之に関する研究も可成畑 るが,WE- N等 ー
(448)の質陵虐､よるとBfIC,rpDT,chlordap,
･､bxaphcne等の新合成殺虫剤の .Melan,oblus-/e⊥




農 冨冨慧 芸Bb孟-3芸孟去3'.L.'Z x8y;芸慧芸荒＼′
波を水軍に撒布すれば枕酸鉛,廃酸石衣,DI)T
の.ti,;車れの東剤よ●少も殺虫効果が木でぬ ｡t



















∫ ､ ′ l
～ ,防 虫 科 挙一節 ･11鍵 ＼ -
一すれぼよ心｡
-_:I± 三三 ‥三 三二 三 ::;-==-_三～
.ぅに有擬質の多い土塊串にG7:特に苗床嘩 生し,'
て苗を喰審するカさ,iこの事虫の駆除0･ためにBH









































































































は悉く死滅す′る｡,そして斯 くBHC廃幣 寄れ 転
′土壁は少くなくとも深さ･1cmまではヌカカに封し
殺虫力があるが,薬剤撒元後に降雨が､あるとBIi
C.はきちに土中に琵透して有効殺虫軍 国が 搾 ■さL
軍cmにま憎 がるOこの場合土壌中のヌカカ咋由




串 柿 11 執 ,
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′這蒜完;芸 ､アoviqckJG荒詰 ま憲 警 誓 芸 誓､





































防 1 虫L料 率
すろ73,:レ クヾタ･丁を始めとする土塊細菌醸 す 1
る影野噂 葉上大い軽 度単 離 もない甲琴で
ある? - メ


















































烏北 畢撃 剤であるSulfalnilPml'ieの仲里轡 に
･関する l(tlHN及 Woops等の所謂り迫田し尿廠'
笹詮にほか最ら･&い｡即ちSulfanilm ideの細菌敬I
＼ 膏抑制作即 ミ乏主極めて化学構造の類似して空 .








≡,I-::;三 -:i:I_-=i'L=;≡,I:;主宝 去 :-芸三一三~-誓
1
- 如′く這ちに軒 しな岬 撃 墜 聖 は 一･
兆型的な症撃を起して年波する｡･




･1 3 - ??
＼七の事質か,ら爾氏はこの爾作用物質が細菌のもつ


































竺警 至芸 芸 aTIOeliTE諾 EizTaCeAmLoF"'^?oSBd'a,.･T孟
ついて,又PE･MErLLOit筆 (109)は蚊幼虫にiD








































































'一･YrAHPVA(ilo)木 弊 甲鼠適 量1.kg･に･4
き･_1gr､の割合近経口的に投興す予と緩慢な痘華








. o榔 碩 量館 性がある｡BlCの皮膚 に及 二
一ぼて夢饗をみるために5%B正C･i蛤 物乳剤を白
･･働 触 反尾の甲 に､1日相 ,′相 聞鮒 を尋




専 - さて高等動物tBIPで以って与の断 種空の 一
方法や廃置した場合叩 HC政如何なる状態のもー
とで動物体内に取入られて.蓄積し,又排推され -








/L O･5%BfIC乳剤を撒和してやるか或い聖 の液 .
のなかに琵法して 申ppingを行うと'′此の牛の ∴`















































今上1.000p･p･m･準した貰験酎 準 鼠は･そ.の ,メ
食墾 嫌悪する傾向を示したf賛助期間の終了 ダ ●･
共に供試白鼠を解剖して各臓甲 rc一合き.nJる/γ二
蔓,TC諾 蓋芸芸冨冨志慧孟芸言諾 誓揚 意志 ､･
されていろこ印 章 萌された｡千の抜かに岬 ,
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compt: .rend:ac示l･aFr･Fヤ 3ー1･60｢64(1945)･ 'ー
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鳩 用に関する轡 ･Pr･oc･lC聖 'soc･14,












































































































































































- 軌 BH′C乳化波並にDI)Tゐダ5;ゴ亘 に封
_ する殺虫効果に就て･同誌,第5.執･1-7(1947),













































E.E.:BHCめみ 又 はDDTとの混合に よ る く
(









































































































i, (チ74)一 ,CoRY,E･N･:'#繭 を即 !て･rrタ1

















































































(199)′｢÷,WATT,J.Aこ:ル 1)^ ･ェの 1種 に
'＼
･ t




















So叩 也` Satlit･Chem･-22 (8)I151'L153'
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(1917)･'C ･A ･ 42･ 8幣 ･
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㌦ 200(1946):了 -十 ㌦ -.II
く486)一二 .'玉萄黍害虫との取ー払;土壌中-のD∫
I .sP .慧 ご:`75976,'子禁 慧 (39g4ri書 JN･
.(甲 ? - .作 物 の 撃 ヲ 中 人可- 嘩 ■め チ



















･∴ F'.)ヤ轡現駅 に投掛 け ,PToC礎 Iahomよ
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